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二万を帯びた男たち
一一一在日英国人教師ダラスとリング襲撃事件(1871)とその歴史的意義一一

ベルテリ・ジュリオ・アントニオ

~はじめに~

筆者は、 2005(平成17)年春から、イタリア外務省歴史外交史料館Iや

日本外務省外交資料館などで史料調査を行う機会があった。その際、

1867 (慶応 3)年から1877(明治10)年にかけて日本で活躍したイタリ

ア人外交官およびその活動に関する多種の史料を収集することができた。

その結果、未刊の報告書や書簡を数通入手し、その中の一通の書簡が特に

筆者の目に留まった。

この書簡で、 1871(明治 4)年 1月21R2に第て次駐日イタリア公使ア

レッサンドロ・ブエ・ドスティアーニ伯爵 (ConteA1essandro Fとd'OS-

tiani， 1825】 1905 以下はフェ伯爵)3は、当時のイタリア外務大臣エミリ

オ・ヴィスコンティ・ヴェノスタ(EmilioVisconti Venosta， 1829 -1914) 

に、日本の国際社会を震揺させた外国人襲撃事件について報告した。その

中に、 2人のイギリス人教師、ダラス (CharlesA. Dal1as) とリング

(Augustus R. Ring)が突如、謎の「二万を帯びた男J(士族)たちに襲撃

され、重傷を負ったことが記されている。

外国人襲撃事件と言えば、通常、不平等条約の締結4以降に始まった尊

皇接夷派5によるテロルの時代6を思い出す人も少なくはないだろう。英人

リチヤードソン (CharlesLennox Richardson)の無残に斬られた遺体の

写真7や東禅寺の柱に今も刻まれている刀と弾丸の痕などの生々しいイ

メージが思い浮かぶに相違なp'。

本稿で取り扱う事件は、以上の事件と比べると規模が小さく、歴史の中
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で忘れられかけているものである。ここで、ブェ伯爵の書簡をはじめ、多

種の資料(主に外国側の一次資料)を用い、先行研究において取り扱われ

ていない次の疑問点を明らかにしたL入

①フェ伯爵を含む在日外交団はどのようにこの事件を理解したのか?

②当時、日本で刊行された英字新聞は必件をどのように扱ったのか?

③一件の歴史的意義と重要性は知何なるものなのであろうか?

筆者は、一度2005(平成17)年12月15日に、東京イタリア文化会館で

開催された第 l回日伊文化交流史研究会セミナ一「近代日本とイタリア人

のまなざしYにおいて、以上のテーマに関する口頭発表をしたことがある O

本稿で、セミナーで発表した主なポイントを発展させると共に、新しく発

見した史料の紹介と分析に取り掛かりたい。

~第一節~ 幕末尊擢派襲撃事件の概略

本稿のテーマをより深く理解し、その位置づけをするために、幕末に発

生した外国人襲撃事件の歴史を簡潔にまとめる必要があるだろう。

1858 (安政 5)年に締結されたいわゆる五カ国条約(または不平等条

約とも)は大きな矛盾を字んでいた O つまり、天皇から「征夷大将軍」と

しての任務を受けた将軍が代表する幕府は、天皇の許可を得ずにこの条約
いてき

を締結することによって、日本に「夷秋」、つまり外国人を上陸させるこ

とを公式に認めたわけである。

この決断は一方で、鎖国から目覚めた日本を近代化に向かわせるのに著

しい影響があった10といえるが、他方、尊擦派による多くの暴力・暗殺事件

の原因となった。

こうして、幕府が条約を締結した結果、尊援派の藩主、京都の公家、そ

して日本各地の志士の不満の声が一斉に高まっていった。特に批判の的と
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なったのは、条約締結に携わった張本人、大老井伊直甜 (18日一 1860)

だった。その反発に対して、井伊は多くの大名や公家に昔、度慎や隠居を命

じ、志士を処刑する弾圧的な措置を採用する決断に踏み切ったヘこれは

「安政の大獄jとして知られているものである。

しかし、この厳しい政策は幕府に対する反感を更に高め、尊援派の怒り

を爆発させる逆効果となり、正に恐怖の時代の幕開けとなったのである O

尊皇擦夷運動を支持する士族や浪人の万が狙っていた標的は基本的に、

二種類に分けられる。まさに「尊皇擦夷jという言葉が示すように、第一

に、天皇の意に背き、外国人を日本に受け入れる者(主に幕府・開国論者)、

そして第二に、日本在住の外国人(外交官・商人・兵隊)だった。

結局、 1860(万延元)年 3月24日の午前中に、江戸城の桜田門外で、

井伊直弼が水戸・薩摩藩士によって暗殺されることになった。この暗殺に

よって、幕府の権力は致命的な打撃を受けた。尊援派の活動は、一方で、、

幕府の崩壊に非常に重大な役割を果たした。しかし他方で、その活動に

よって、在日外国人は数年間、一瞬たりとも油断できない、恐怖に満ちた

毎日を送ることになったのである。

1859 (安政 6)年 8月25日に新しく開港された横浜で二人のロシア人

水夫が浪士に訴殺される事件が起こった12 そして、 1860年代に入ると、

駐日外交官などの地位の高い在日外国人も尊援派に狙われ始めた。最初の

犠牲者は1861(文久元)年 1月15日の夜に、江戸で斬り殺された駐日ア

メリカ公使館で勤める若い書記官ヒユースケン (HenryHeusken， 1832 -

1861)だったへ数ヵ月後、 7月5日の夜、尊援派(水戸藩士14人)はイ

ギリス仮公使館14を襲撃した。その時、公使オールコック (RutherfordAl-

cock， 1809 -1897)は危うく逃げのびたが、公使館の護衛に勤める日本人

が2人斬殺され、 10人が大怪我を負うことになった。また、この事件で

ローレンス・オリファント(LawrenceOliphant， 1829 -1888) ともう一名

のイギリス人が負傷した。襲撃者はほとんど、事件後に切腹したが、生き
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残った者は、オールコックの希望通りに、全員死刑に処された。以上の事

件はオ一ルコツクが執筆した回想想、録 fTheCapital of the Ty戸CωO∞0叩n叫10叫jl日5汁lにこおい

て、詳しく記録されている。これは第一次東禅寺事件としても有名であ

る16

旧暦で数えると、この事件からちょうど一年後に、 1862(文久 2)年

6月26日に、第二次東禅寺事件が起き、イギリス人兵士が二名命を落と

した。襲撃者は 1名とされ、事件直後に切腹した。駐日英国公使オール

コックの帰国につき来日した代理公使ニール(JohnNeale)は、この

「第二次東禅寺事件」で危うく死を免れたヘ

三ヶ月も経たないうちに、 1862(文久 2)年 9月14日に、いわゆる

「生麦事件」、幕末史上で最も有名な外国人暗殺事件が発生した。英国人ら

4人が馬に乗ったまま、薩摩藩主の父であった島津久光の行列を横切ろう

としたため、その四人のうちリチャードソンが斬り殺され、残りの三人が

負傷した。駐日英国代理公使ニールは事件を外交的に解決しようと幕府に

10万ポンドの賠償金を請求したが、襲撃者は薩摩藩士だったので、幕府

は薩摩を罰する力もなく、かといってイギリスに賠償金を支払う勇気もな

かった。結局、この事件が翌1863(文久 3)年の薩英戦争勃発の遠因と

なった。この事件の生々しさや、リチャードソンの無惨に斬られた遺体の

有様は当時の新聞に詳しく報道され、写真家にも撮影された。従って、日

本に居住する外国人は恐怖と憤慨で動揺しながら、この事件を長年忘れる

ことはなかった18

しかし擦夷派襲撃事件はそれに止まらなかった。生麦事件からおよそ二

年後、 1864(元冶元)年11月に、英国人軍人ボールドウィン (George

Baldwin)少佐とバード (RobertBird)少尉が鎌倉で殺害されたが、今回

幕府はただちに犯人19を逮捕し、公共の場で切腹をするように命じた。そ

の時、外国人公使らは始めて切腹の目撃者となったのである加。

明治維新の直後にも、外国人を巻き込んだ事件が二つも起きた。それら
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は神戸事件21と堺事件である。その時、新政府は外国人に対して発砲を命

じた責任者を迅速に逮捕させただけでなく、切腹という厳しい判決を下す

ことによって、外国人に対する保護的姿勢を明確に示したのであった。

~第二節~ ダラス・リング襲撃事件とフェ伯爵の報告書

ここで、 1871(明治 4)年 1月13日に発生したダラス・リング襲撃事件

の説明はフェ伯爵の言葉に任せる。以下は1871(明治 4)年 1月21日、

彼が早々とイタリア外務大臣に宛てた報告書を検討する。

5吉祥ぞの① fイタヅア君原ユtJ

lncartamento n.28-Re1azIoni・de1J'Europa co1 GIappone -1 n.1 

11 MInistro de1 Re a1 GIappone a1 MInIstro degli A助 rIEsterI 

Yokohama， 21 gennaIo 1871 ric: 21 marzo 

SIgnor MInIstro， E oggI mIo dovere J' informare J' E. V: dI un fatto 

do1oroso ultImamente successo a Tokio. 1 sIgg. rI Dallas e Ring， suddItI 

Ing1esI， professorI ne1 Collegio gIapponese chIamato KaIsedgIo， furono， 

1a sera de113 corrente， alle 8 1/2， prodItorIamente assalitI alle spalle， In 

una strada dI Yedo， da IgnotI gIapponesi. Gli assalitorI， dopo aver In-

ferto gravi ferIte colla sciabo1a che e quI prerogativa della cJasse ufficia-

1e， favorIti dalla oscurIt a poterono tosto Invo1arsI ad ogni rIcerca. Lo 

staωdeI sIgg.rI Dallas e Ring， sebbene a1quanto aggravato， da ora 

speranza di guarIgIone. 

/1 MInistro degli EsterI giapponese sI affrenδa comunicare con nota 

circo1are aI rappresentantI esterI I1 do1oroso avvenImento， assIeme a1 

。。
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proprio rincrescimento. Tale dicastero accerto pure che si erano prese 

tutte le possibili misure per J"arresto dei delinquenti， ed， a quanto mi e 

noto， sembra realmente che nulla siasi trascurato alJ' uopo. Cionulla-

meno， sinora ogni indagine e rimasta infruttuosa. 

I1 corpo diplomatico， nelJ" ultima delle sue solite adunanze， pur ri-

conoscendo in questo argomento il buon volere del governo locale， giu-

dico esser venuta opportuna J" occasione per insistere presso il 

Ministero giapponese allo scopo di ottenere misure necessarie di pre-

cauzioni contro la cJasse pericolosa degli uomini a due spade， e， alJ" 

uopo， anche illoro parziale disarmamento. 

Si stabili in conseguenza di dirigere in risposta al dispaccio da Tokio 

la nota identica di cui ho qui J' onore di allegare la versione alJ' E. V: 

Gradisca， etc. firm. Fe 22 

5吉押ぞの① f日本語ffJ(23)

28手ファイノL 政H周係 - 1 )手のl

症日グタグア王代表公館からげタゲア王IJsJが務大臣定て

1871字l月21日横浜にで- 3月21日受領

大臣殿、本BI:t、最近東京で蒼空 L- lを悲惨I:tL古来事Jご周すQ 停勇'l~節子

に通達L広げれば冶り;tぜん。府成所と』け H衣の学校で教師と Lて車用

されてL崎美'i&.八のダラズ氏とグング氏が、今月13Bの夕方8時芋jご、

江戸Mの市街で身孟不明のβ本λJご背後沙諸5牢劣古菱撃を受{f;tL-l合。襲

撃呑5 ぱ、ごごの公務員の好穫であ Q刀で重傷~貨bftでか 5 、暗膚Jご乗

じて、直ぐγご姿を消L 二t L-~。ぞのため、 dちら {fjJ Q捜葉が無尉にそt り二t L

J合。タヲスl王とゲング疋の具合I:t、非常に容かったにt/1tJ6ず、現在ぱ併

方jご向かっています。
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B;;，大タヂ務省、{;t、議タメ国代表王子jご回折、~;ぎり、遺憾の意と共にごの;悲惨投

出来事の停帯を週遂に伝道~~ ~l合。

同省、/:1、晃子5宮古5 の述持を目的Jご万全の揖置を諸じたごとを明ð~ て;fci

り、小笠がヂt知LてL崎艇りでは、ぞのftfに周Lてほ結>Nご如何;ZQ努力

6 借~~れてい泣いよラです。~;が L 之士1; >'6 、今のとご夕、捜査ばよい結

果~L古 L ては:Iö胃り二吉ぜん。

ごの厨の定期会議において、タヂヨさfffJ/:1JJJ.止の点fごついてH衣政府の菩意

~認め ;Z1;>'65 、二刀~寂びた男たちの危燐主主解級jご対すQ1ぞ防措置、 jp

びJご、必要であれば、役δの車分尚武芸評伝差万本ガ務省、jご要求すべ、き段

府Jご至ったと刊断~~ ~l合。

ぞの結果、周子第の本書厳に同封 ~lを劇認定{;t震度か 5 のM杭への返葬

と L て芳送 ð ;fL Q ごとに;Zり~ ~l台。

設真 プエ

ブェ伯爵は横浜に到着してからまだ 3ヶ月も経過していなかったので、

身に危険を感じたに相違ない。維新後の日本の治安が徐々に改善していき

つつあるという英公使パークス 25をはじめとする国際社会が抱いていた確

信は、この事件によって完全に否定されることになった。フェ伯爵は、治

安の悪化こそが日伊蚕卵貿易却にとっての最も直接的で、且つ恐るべき脅

威であることを充分に知っていたため、外交官としてイタリア外務省にこ

の事件を報告する必要性を感じたと考えられる O

明治維新後に起きた神戸事件や堺事件は鉄砲での打ち合いを中心とした

ものだった。しかしながら、ダラスとリングは、リチャードソンなどのよ

うに刀で攻撃されたのである。この事件は、駐日外国人をしばらくの問、

「二刀を帯びた男たち」に再び襲撃されるかもしれないという恐怖に突き

落としたに相違なp。

ブェ伯爵が報告している通り、日本政府は犯人の逮捕にあらゆる努力を
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尽くした27 しかしながら、それでもこの事件が発生して数日後、パーク

ス、ブェ伯爵そして他国公使らが集まり、まだ襲撃者の逮捕に成功してい

ない政府(津宣嘉外務卿・副島種臣外務大輔)に対して強硬な姿勢を示し、

脅迫めいた書簡を送ることにした。彼らはこの書簡をもって、単に犯人の

逮捕と処罰を迫るばかりでなく、「二刀を帯びた男」たちの武装解除を要

求したのである。この要求書(史料その②)のイタリア語訳却は以上に挙

げたフェ伯爵の報告書(史料その①)に添付されているものである。

史押ぞの② fグタゲア諸原"f[)

Annesso 

A11e 55. EE. i Ministri degli A助 riEsteri di 5.M. i1 Tenno 

/traduzione/ 拘>kohama，20 gennaio 1871 

Eccellenze.刀sottoscrittoha considerato coi suoi colleghi 1a nota cir-

c01are che 1e 55. EE. hanno indirizzato ai rappresentanti esteri circa 1a 

grassazione commessa contro i due sudditi ing1esi Dallas e Ring， men-

tre camminavano in quella parte della strada principa1e di Yedo chia-

mata Kanda Nabecho， alle ore 8 1/2 circa nella sera de113 corrente. 

11 sottoscritto ha J'onore di constatare in risposta alle 55. EE. che i 

rappresentanti esteri hanno udito questo misfatto con profondo rin-

crescimento. Essi avevano sperato che 10 stabilirsi de1 governo di S.M. 

i1 Tenno sarebbe stato distinto per 1a cessazione degli attacchi contro 1a 

vita dei forestieri， e dessi dep10rano quindi di vedere ne1 caso presente 

una ripetizione di delitto si' grave. 

1 due ing1esi non avevano provocato J' assa1to; essi camminavano 

tranquj]]amente nella strada， quando uno 0 piu giapponesi strisciarono 

dietro di 10ro favoriti da1J' oscurita e li stesero a terra colle 1unghe 
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spade abitua1mente portate dalla c1asse armata. 

Egli e troppo evidente a tutti i rappresentanti esteri che nei ranghi 

della c1asse giapponese dalle due spade vi sono uomini pronti ad ado 

perare 1e 10ro armi pegli scopi peggiori， e che non si peritano di to-

gliere 1a vita ai 10ro simili. Egli e ugua1mente evidente che questa 

disposizione a1 de1itto e grandemente incoraggiata da1 poco ritegno che 

questi uomini perico10si sono soggetti， e da1 permesso 10ro dato di por-

tare in ogni occasione 1e 10ro armi micidiali. La spada dovrebbe essere 

un simbo10 di onore e distinzione， e solamente affidata a quelli che non 

1a disonoreranno. 

Ma quanto di frequente si possono vedere nelle strade di 長 do

uomini della c1asse a due spade in uno stato di eccitazione， minaccianti 

colle 10ro armi persone inermi， e ca1ando !endenti ai cani， 0 commet-

tendo a1tre stranezze. Per certo， questi uomini non sono degni de1 privi-

1egio di portare armi， e come puo i1 governo， che cio 10ro permette， 

rigettare 1a responsabilitiJ delle vio1enze ch' essi commettono? 

11 sottoscritto con!ida che 1e misure ora prese da1 governo per trarre 

in giudizio i giapponesi che assalirono i sigg.ri Dallas e Rin.ιrisu1t，仔

ranno in breve coronate da1 successo， siccome i1 va10re de11a punizione， 

in caso tanto grave， dipende grandemente dalla prontezza con cui essa 

e inf1itta. Ma i rappresentanti esteri stimano che 1a pena dovuta ne1 

caso presente non bastera da sola a proteggere i 10ro connazionali， in 

Yedo od a1trove， contro i1 ripetersi di vio1enze di tal sorta， e dessi con-

siderano quindi che e dovere de1 gOV.Q giapponese i1 prendere misure 

piu risolute di quelle sinora adottate per sorvegliare gli uomini turbo-

1enti della c1asse a due spade. Egli e ovvio che molto perico10 sarebbe 

evitato se ag1i ufficiali solamente !osse lecito di portare abitualmente le 

-74ー (35 ) 
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1oro spade， e se agli uomini della cJasse comune fosse proibito di cin 

gere queste armi， eccetto che per adoperar1e in qua1che pubblico 

servlzJO. 

1 rappresentanti esteri si considerano percio in dovere di sollecitare 

seriamente i1 gOV.Q giapponese a1J'θdozione di una misura di ta1 natura. 

Se esso se ne astenesse in considerazione de1 disturbo che puo deri-

varne， g/i conviene riflettere a1 repentag1io cui si esporra permettendo 

siano messe in perico1o 1e vite dei sudditi e cittadini di tutte 1e potenze 

che hanno trattati co1 Giappone， da una cJasse partico1are di giapponesi 

facinorosi， ed ai rimproveri che ta/i persone suscitano contro i1 1oro 

paese， con mislゑttidella sorta di queJJj di cui ora si 1agnano i rappresen-

tθnti esteri. 

5吉祥ぞの② [8衣語認知J

fす鋸

3ぞ皇陛Fのが務大臣節子第て

/ 劇 評 /

iirm. Fe29 

1871字 l月208 横浜にて

居手下。害者者/:t同僚と共jご原子によってが国公使多位Jご送達Lて度L並走、

今月13日の夕方、 ;!iI); ぞノ[f/;手~f./ご神田鍋PlJと称ð fL Q江戸の本通りを歩

pてL 吐英国人投雇用者ダラス氏とヅング正EIごオ'1~てjJO;f. 6 fL7を攻撃に周

すQ [jjJ;fJèi-界誘致 ~;t ~7合。

著名王子ぱ、節子への返事と Lて、タメ周代表者濯がごの出来事草i-lf;i::、選僻

Jご思ってよるぶといラごとを謹んでゆLよtf;tす。 #6ぐがf]ifff;表吉選>I:t、

支皇fí!rr.が月旬、であ Q政府;lA成立すQ ごとで、主事j都八の命i-ff1 ラ 1主宰~:ði';d:

ぐ ;d: Q ことを望んで;Iö・ f) ま ~7合。ぞのため、役61:t今回の害事作のよラミì:5ll
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茅の繰り返0~残念に思っており正す。

二人の妥'i&八I:i葬撃を招ぐようそ土拡芳をぜずに、普通に遁を歩いて./0'り

ま01::。ぞの時、白衣八一八1少数八li、$，閣に乗じて、車劣fご活二八の背

後jごぞっと忍び寄り、厚段式斐07をA手続が携;{Q長刀で切り倒L二吉 01::。

H本の二刀~帯びJを鰐灘jご属すQ 者たちの中で、 !!iι'!!fâEJ的でぞの武蒜

~用いて、一瞬活滞躍すQ ごとそ士ぐ同じ八周の診を奪ラ j; ラ â蓄がいぶと

いラごとli、タチ国代表吉5全員の{jlご6明白です。 JX土の危険没者たちが

す分に制御されてい泣いという点と、ぞのf2{f若~1iぎに携拶すQ ごとが認可T

ðれていぶという点が、ごの揮のðf!Jjff~誘活すQ長大の要因であ Q ごとは

明5かです。刀liiiさきと政意の豪語安で、ぞの名ぎを鹿フItaい(悪用0a

p)者Jご拷持さffQべぎなのです。

江戸の市街で興室Lてi無防縮のベメ宇をぞのJit若で湾近Lたり、三ぞを切り

つげたりそ士と、のt5L嘉彦庁勤をすQ二万を帯びた鰐級に属すQ男たちが非常

Jご耳青葉に居か It6れますが、役61ご武蒜~帯びQ資搭li i1.ちりまぜん。政府

ぱ彼5の暴挙~淀L て容認すQ べきでは主主ぐ、責在~持ってJífJ.Jt すQのが

当然では主主いで0J:ラか。

ご tLlまど重大名t事件においては、いかに沼選jご穿~I古すQかといラごと

ゑlï!f要であ Qので、害各家liタヲズ氏とゲシグ氏とに危害~fJO之 yを H衣人

6~忽認すぶために政府が諸じた措置が近p ラちに~~高点、ごとを期待L

ております。 ただ、L、ごのftf:1ご周Lて、ごの類の暴庁募作が厚芳生 07合場

合の江戸か勉の地域Jご;ゐQ佼5の何回人の安全I:i今後、事Jご謂差押0l合;1:'

ttでほナ分に保証d;/1..得aいと請が&ff::&言I:i孝之て./0'1);tす。 oたがっ

て、二万~帯びた解説のt5L暴投男どt~Ei認すQために衣来語じていQ措

置より 6、一層厳Lい措置を採用すQごとがH衣政府の義務です。当然、

g費助に二万~t秀之ぷごとは公務員;1:、げの得権と L、公益主事業に従事すQ

時正之が、ヂ民にご;/1..6の武若の携療を芽ぎず、tL/i':、大いに危般を減じQごと

にaQで0J:ラ。
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そのため、請が&(1.'表者I;iB衣政府にjJ/，止のよラミ土措置を採沼すQj;ラ、

真剣に要求1fi!"Qi-得念いと押筋致L二t~I:: o s ~、日恭政府/:JjJ/，土の措

置を採用すQごとで芳生L揮Q石河盃を考底L、ぞの措置の安庁/::者子L

Sいごとで、条約締結国の被雇用者や国民の翁がごぐ一車の子三厨ぎ注目衣

八によって危険に府dhQj;ラミ士ごとが今後6続{fI:J'~ 政府に非難が薬rp

L 、H平tf習にとって涙刻そ士事啓{.:ld: Qごとを考察すぶべきまのですc

害者 プエ

こうした書簡の文面に見られるように、日本政府に対する外交団の失望

感、そして不信感が明瞭に現われている。政府がその不信感を痛切に認識

していたことも明らかとなっているヘ

}¥ークスは、 1871(明治 4)年 1月20日に外務卿らと面談 32し、多くの

質問を次から次へとぶつけた結果、以上の書簡を提出した。同時に、フェ

伯爵やその他の公使もパークスと連帯し、外務省宛にほぼ同じ内寄の書簡

を送ることによってそれぞれの声を聞かせたのである。

後に、津と副島はパークスとフェ伯爵らの書簡に返事を送った。以下は

その内容を簡単にまとめる O 日本政府は一方で、すでに犯人を拘束し、審

問を行っていると告げ、路上で暴力的な行動をとる士族を処罰する従来の

法律を厳しくするように表明した。しかし他方で無官の者の帯万を禁じる

点については、その時点ではそれに応じることが出来ないと述べ、公使ら

の要求を拒絶している。津と副島は外国人のあらゆる問題に対する「抜本

塞源」的な解決方法を批判し、帯刀の習慣は「一朝一夕」に現れたもので

はなく「危疑不安」の古の時代から伝わるものであることを述べ、更にそ

の儀礼的意義を強調している。また、士族に全面武装解除を強いると、彼

らは不平等の念を抱き、別の凶器で新たなる暴動を起すだろうと述べる O

具体的に述べると、即座に「二万を帯びた男」らに対する徹底武装解除

の命令が発せられる結果として、政府のまだもろい基盤を覆すような大規
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模な反乱やクーデター、または新政府の官僚を狙ったテロなどの報復行為

が発生する恐れが十分にあったわけである。

~第三節~ ダラス・リング襲撃事件に関する英字新聞記事

本節では、日本に刊行された英字新聞はダラス・リング襲撃事件をどの

ように報道されたかについて論じる O

この事件は外国人社会の憤慨を引き起こしたため、 iThe] apan Weekly 

MaiU紙、 iTheHiogo NewsJ紙、 iTheNagasaki ExpressJ紙などの英

字新聞において広く扱われることになった。駐日イタリア公使フェ伯爵も

おそらく、事件に関する詳細な情報はこれらの報道に基づいて把握したの

であろう O しかし、これらの報道がどこまで事件の経緯を報道するのに徹

底していたかという疑問の余地があり、これを検討する必要があるだろう c

以下は、ダラス・リング事件に関連する週刊紙 iThe]apan Weekly MaiU 

の主な記事(史料その③、史料その④)を検討する。

史抑ぞの③ f芽語原x)

“TheJapan W白'klyMailタ'， 14出 January1871 (Sat.) 

Eうf:STERDAYevening about half past eight as Mr. DALLAS and Mr. 

RlNGK were walking in持 do，they were cut down under cIrcumstances 

which renders the event one of the greatest importance ωforeigners. 

They had started from the Kaisejo on a visit to a French gentleman， ac-

companied by two Yaconins. On θrriving at the Su-ke-ji they dispensed 

with the丘lrtherservices of the Yaconins and proceeded on their way. 

They had just passed the Nippon Bashi when they were cut down from 
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behind by向'0ruffians， the b10ws taking effect on the back，企omthe 

head a1most to the hips. The miscreants at once disappeared， and Mr. 

DALLAS and Mr. RlNGK went into a paper store. A ]apanese physician 

who saw their wounds pronounced them fata1， but Dr. WHEELER of the 

Legation， considers that they will soon be hea1ed. At the paper store 

they had their wounds bound with paper to stop the b100d， and they sub-

sequent1y reached home. It is fortunate in the extreme that the wounds 

are not like1y to be dangerous; but notwithstanding that no 1ife has 

been 10st， it shows that it is not yet safe to trave1 in持 dowithout 

guards. There are a number of ill disposed persons about， who still100k 

upon the murder of a foreigner as a meritorious action， and it therefore 

behoves eVeIァoneto be constant1y watchful. Following， as it does， a1-

most directlyafter the notification by Sir HARRY PARKES that it is safe 

to travel in and around Yedo without guards the cutting down of Mr. 

DALLAS and Mr. RlNGK strikes us as being peculiarly significant. The 

notification was at 1east intended to induce greater confidence on the 

part of the foreigners， and now we find it misp1aced. Wεdoubt not that 

Sir 品4RRYPARKES issued the notification in all confidence; but never-

the1ess it shows that we must take these notifications as to the disposi-

tion of the ]apanese cum grano. Residents in Yedo are by no mean safe 

without the usua1 guard， and the misfortune to Mr. DALLAS and Mr. 

RlNGK must at least teach us greater caution. We must not forget to 

say that the wou1d-be murderers escaped， and have not yet been appr，正予

hended33
• 
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5吉押ぞの③ [8衣語訴勺

fザ・ジャノfン・ウィークヅー・メー}I<J 1871f{.1庁148 CtJ 

昨夜、 8時芋位jご、ダ、ラス氏とゲンク百;jl'i:[戸?E-歩万円台にfJf6h左手停

を居Qと、ごの出来事の芳生はが同人にとって極めて重要であ Qごとがめ

かQ。彼61;1二人のtきんを逆夜、プランズベの男位?E-訪hぶために周成所:

?E-L古k。ズ・グ・ジjご若いた長昔、 Fl八6とfJtjh、若ヘ遁んだ。ちょラど白衣

梧を渡ったよ重端、二人の悪湾jご後;S;j'6持f6h、背中、百;j'6A穿まで太刀

?E-itiび1tらhl合。悪滞61;1UPL室に菱?E-;背L、ダラズ氏とグング氏1;1紙屋の

庄舗にλった。役δの療を居JをH衣八f!JIfJiP i:t.致命館で;VQとコメン件 Lた

が、公使綴医師のクグーラ一氏i:tfliJ度の可能位があ Qと孝之ていQ。紙屋

で出且宣告F押;{Qために療を紙で包二thl台後、 jifjj八i:t家 jご房った。館が致命

的~tのでまいのは不宇中Jご宇いであ Qが、命í:t失われてい左いとはい之、

ごの事件i:t江戸を筋実名士 Lで歩ぐごとが表;-::、に安全で主主いごとを証明Lて

;峰。タ千百八を殺害すQごとが貫主fiご留すQ庁勤で必 Qと信{;Q悪人の存

在は皆の用心?E-必要とすQo ハグー・ノ fークズ氏が結兵~~で江戸とぞの

周辺?E-歩ぐごとが安全であ Qと宣i!i~lを直後に芳生 ~kダラズ氏とヅング

氏の所り(1ft募作1;1戎令にとって待殊注意味?E-持っていQ。ごの宣百はが

白人解に白fa?E-持たffQ意図があっただ、タラが、ぐごの事件;jl:窟ぎた〉今

jご官用でき注ぐSった。ハグー・ノfークズ氏が白fa?E-持ってごの宣ZをL

Fをごとを長王国jご í:t/t!Jb~いが、 H求人の動向に周すQ JJJ.止のよラミt宣i!i1;1

慎重に摂わ広げれば冶 6~い。江戸jご企庁ぐが厨〉人ぽ通常の衛兵~~で

淀 Lて安全とi:ti!i之~い。ダラス氏とゲング氏の遭難は戎令の警戒心 ?E-f1

貨め dffぶはずだ。 dE!人/:t逃走L、まだ逮捕主れてい泣いごと&忘れてi:t

~6~い。
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5古舛その④ f夷草原ユtJ

“The ]apan Weekly Mθij" 21 st ]anualア1871(Sat.) 

THERE must be a great lack of all chivalrous quality in the ]apanese 

mind when it permits of such attempts at assassination θs those re-

cent1y made in Yedo. There is something inexpressibly vile in the con-

duct of men who will slink up behind an unexpecting adversalア" cut 

him down， and then betake themselves to fight. It is 0丘enfound that 

the abitual wearing of weapons， although it readily incites to quarreJJjng 

and bloodshed， brings with it velアgenerousviews as to the occasions 

on which such we丘'ponsmay be used， or the circumstances under 

which their use would be disgraceful. Among the ]apanese it seems oth-

erwise. They will hack the limbs of a beheaded corpse still quivering 

with muscular contraction， they t1ア theirswords on the pariah dogs 

which infest the towns， without any feeling that it is cruel to do so， and 

they will attack men behind their backs in a manner which demon-

strates the entire absence 企'omtheir minds of all generosity in antago-

nism. What shall cure this? The social revolution now slowly at work 

may gradually diminish the number of the two引 事Tordedmen， but so 

long as they abound as they now do， and are retainers or hangers-on of 

men openly or disguisedly opposed to us， dangerωforeigners from 

them is inevitable. Meanwhile the countIア isfar safer for us than the 

towns， which θre to some extent undeniably dangerous. A notification 

published elsewhere in regard to the limits within which foreigners re-

siding at Yedo may make excursions is worthy of notice. It seems to 

have been framed with a good deal of consideration towards us， our hab-

its， customs and curious or enquiring dispositions， and it may be re-
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marked that it says nothing about what it may be safe to do in liヲdo，

but simply that the ]apanese authorities had withdrawn the objections， 

hitherto officially UI玄ed，to foreigners go to the extent of the country 

limits named in November 1867. These objections of course were made 

while the countIア wasin a state of civi1 wa乙 andthe fact that they are 

now withdrawn shows that the Government considers itself strong 

enough to ensure in a general way the safety of foreigners traveling for 

pleasure within the prescribed limits. But foreigners would still do well 

to remember that their safety depends largely upon their own conduct. 

The dismissal of their guards is extremely imprudent， and any act tend-

ingωproduce irritation among the people is ωbe deprecated warmly. 

Europeans are a little too prone to disregard the feelings， the preju-

dices， and the customs of Asiatics， and difficulties oftenθrise from the 

want of that consideration on the part of foreigners towards the natives 

of these countries， which a litt1e thought would at once suggest as both 

politic and humane 35
• 

史舛ぞの④ f日本語訴り

fザ・ジャノfン・ウィfークヅー・メーJt-J 1871字 1fJ21B (f.) 

最近江戸で志ぎた殺人表iぎのよう芯事件を容認すoB衣人の心の円台jご、

騎士涯にか芯った葉貿易i全て欠乏LていoIご府選投い。厳の背後に忍び寄

り、持fり逃げをすo男ど活のfi:tJl:i、何か百葉でZい表-t!:泣い下劣さがd喜

多o fJff慣的Jご武f1fU:fJヂぴoごとは、喧嘩や虐殺を扇動すo恋れがあoので¥

ぞの武蒜の使用がいつtc6諒されoか、ぞLていつ子"¥;f!;ぎを Slを5すかtc

どと Lヴごとに対Lて、細心の注意や見誠が求められ00 でSB平仁八の周

で、ご;fL1:itcいよラだ。虜屈だと//!Jbずに、子荒でまだ、震;:f.ていo打多吉

-66一 (43 ) 



二万を帯びた男たち ベルテリ

Jご ð :h 7を遺体をたたさ切ったり、民THにほびご与野良*1ご刀~fJ;t ~ たりす

-:3。厳x-1安否子軍大Jご探ラ心梓乏の無さを明5かにす-:3やり方で、背後か5

人 ~fIiり fif (f-:3 のだ。ごの周置を解淀す多方法l:t?fJl在、ゆっぐりと遥ん

でい-:3在会改事I:t二万を帯びた男たちの設をiJ;;X6 ぜていぐ Æ';J ラ。~か L

tJ: 1Ji' 6、彼Gぐ士族〉が現在のよラにラ1;ラよい-:3fIJffり、ぞ Lて公舟?と、

または腐れて戎令ぐ在βタヂ周人〉に反対Lてい-:3者の家来・子Fであり続

it -:3艇り、役6のよ芋在によって、在Hタメ白人I:t必然的jご危齢fご噛さ:h-:3ご

とにな-:3。何時jご、あ-:3A度明白に危険であ -:3PlJより己、戎令にとって、

劫方の」すが1:t-:3かに安全だ。どごか勉のとご与で公周d:h7士、江戸在住の

が周八たちがどご£で移動でき-:3かに周す-:3通知は注目jご留す-:30 ぞれほ、

戎々白身、戎々のfff!;債と風俗、ぞ L て戎メ宇の斎が泣指示子~十分にtJtl底 L て

仕'l:.i!"6:h7を6のであ-:31;ラで、実原、江戸においてどラす:h/:l安全であ

-:3かというごとに全ぐ尉:htJ: い。 I.': Æ'争γご、日本政府I:t従来公式に指Jff~

J士、 1867:If-llfJに決定5れたが国人移動餌界についての禁止令差解政L

Jとと言ラAItA'。ごの禁止l1ii、周が内離杭替の時に若布d:h、現在ぞれ

ゑゆf!A脅されてい-:3事実I:t、政府が淀£った境界離のやで周内政庁をす-:3タメ

国ノ礼 5の安全を保証でぎ否定jご白5の力を認識Lてい-:3ごとを明5かにす

-:30 ~か L、ぐ在日〉タメ周八道の安全íi、白 5 のJ瞥度に大きぐ周ゐ-:3 6 の

であ-:3ごとをよぐ知ってJc;宵ぐべさだ。続兵~遅1f ð# -:3 ごと íi密事極二吉り

泣い庁長すで、ベクに憤慨を貨;f.d#-:3ょうそ士庁ゑii飾屈と Lて沼止すぶべ

きであ-:30 3-0ッパノ礼iiアジアパの気持多、佐値観とfff!;貨を多少密揮す

-:3傾向があり、タメ居人がアジアパに:JIP~ fifH -:3窟容の要請か6~í:t"~l:tn'J 

著ゑ渇き-:3のであ与ラ。ごの点差少L考;f.-:3のii、賢明で人道的tJ:ごとで

;/j;JラO

また、事件発生より数年後に刊行されたイギリス公使館で秘書として勤

めていた F，O，アダムズ (FrancisOttiwell Adams)のrHistoryof J apan.P'、
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そして新聞記者の].R.ブラック(JohnReddie Black)の WYoung ] apan 

-Yokohama and Yedoj38とL追う二冊もこの事件に関する外国側の貴重な

一次資料となる。

ここでは、以上の記事に含まれたような情報の他にも、二人はどのよう

に斬られたかという牛今々しい、詳細な描写なども含まれている O

しかしながら、以上の史料は「ダラスとリングが斬られたj、そして

「どのように斬られた」という事実をしか強調しておらず、斬られた理由

に関する情報を一切提供しようとしなL、特に、英字新聞の記述はむしろ、

事件の「野蛮j、「卑怯j、「非文明的」な性質を強調するばかりで、二人が

斬られた時に何をしていたかを明らかにせず、「フランス人の男性を訪れ

るために開成所を出たJ39などのような暖昧な記述しか載せない。

~第四節~ ダラスとリングの証言

一体二人は何故斬られたかという点について光を投じるには、ここで、

真実を明らかにする興味深い一次資料を検討する。それは日本外務省外交

資料館に保管されている被害者ダラスとリング自身の証言を記録した公文

書(史料その①)である。

5古押ぞの⑤ f英語原ユtJ
Statements of Mess.rs Dallas and Ring， In陀岳町nceto the attack 

made on them In the maIn street of Yedo on the 13的 of]anuaIア 1871

taken down by Mr. Hall， In charge of Yedo Vice-ConsuJate. 

A1r. Dallas's statement 

A few montカs弓'go，In deft.εrence to Mr. Verbeck's wIshes， 1 sent a悶 y
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my gir1 from the Kaiseijo. When Ring came to the Kaiseijo we 1ived to-

gether and a short time ago we agreed to hire a house for our gir1s in 

Tsukiji. It was in order to comp1ete the arrangements ~ about the 1ease 

etc. that Ring and 1 came into Tsukiji on Friday Evening， so that we 

might see the gir1s proper1y 10dged and sett1ed in the course of the fo1-

10wing day (Saturday the 14り Ringrode in first， with a guard; 1 fo1-

10wed in a trap with Koidzumi short1y after. We did not want the guards 

to know what business we were on， so we went to Dubousquet's house 

and there sent back the trap with the guards， telling them that we were 

going to dine and sleep in Tsukiji and go on to Yokohama next morn-

ing. From Dubousquet's we went to the house where Ring's gir1 lived， 

and brought her a10ng with us. Our j冶tentionwas to go on to a tea-

house near to where my gir1 was stopping and have dinner there， send-

ing Koidzumi to bring my gir1 to join us. Our path 1ay paI叫yby the 

main road. For most part of the way Koidzumi and 1 wa1ked together in 

front， Ring and his gir1 following a few paces behind. In crossing the Ni-

honbashi the cand1e of our 1antern was b10wn out by the wind， and was 

not relighted. We wa1ked on in this way for some distance， when Ring 

called me to his side to ask the gir1 some questions， as 1 cou1d speak 

]apanese more f1uent1y than he. 1 had just fallen back a pace or two and 

joined them， 1eaving Koidzumi to wa1k on in 企ont，and was about begin-

ning the conversation， when the attack occurred. We were wa1king 

near1y in he midd1e of the road， Ion the right side， Ring on the 1eft， the 

gir1 being between us， when 1 received a heaηT stunning b10耽 asof a 

bat， a10ng the neck and shoulder. 1 staged forward two or three paces， 

and was about to stop and try to recover my senses c1eaJイぁ when 1 

heard Ring exc1aim '1'm cut， 1et us run. .. We ran on together， as near1y 
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♂s 1 can judge， about 100 or perhaps 120 yards， and stopped at a house 

which 1 observed to be lighted up inside. 1 knocked and pushed open 

the door， and we entered. 1 to1d the peop1e of the house we had been 

cut by ronins， and asked them to call yakunins and send for a doctor. 

They readi1y complied with our request and showed us the utmost atten-

tIon 

It was quite dark when we were attacked， but there seemed to be no 

1ack of peop1e passing to and fro， and the noise of the wooden clogs 

was like that heard in a to1erab1y busy street. 

1¥，.fr.Riflf/s statement. 

After getting the cut on my shou1der 1 sung out “Were cut， 1et us 

run" and 1 ran about ten or fifteen paces， veering in to the right side of 

the road， when 1 received a second cut， the 10wer one， on my back. Ob-

serving Dallas taking ω的e1，ε1t side of tカeroad， 1 followed， and we ran 

on together. From where 1 received the second cut to the house at 

which we stopped was not， 1 think， more的 仰向rentyor thuちryards. 1 

don't think 1 cou1d have run much 血rther，for 1 fe1t as if 1 wenヲha1fcut 

in two:o 

史押ぞの@(8弓's:llJfiRり

在江戸剤使事躍の責任言ホーノL氏;/)l'li..;;z!j~ 1合ダラズ・ゲンク河氏の供述

同氏;/))'1871#，-1fJ138江戸の衣通りで被った要撃をめぐって。

ダラズ氏の併逆

差すナ庁肩、プJ~ベッヂ氏の者望jご応じて、都 í:t周成所か 61%の妾~追い
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!fj L-7士。 グングが周成所に来た時Jご、戎4{;j一緒に喜6L-、少 L-iJlJ (ご我々

の妾たちのために築地で家?i-借りよラι留った。 ゲングと患が金車Hの夜

薬jtfJにぎたのは、翌日臼4Bの土躍B)中に戎ゃの委1.:多を若干/i!f{ご葱多

ぎか-tfQために賃貸借契約まどに周すQ子読さを定了すQたようだった。 ヅ

ング{;j、衛兵と井jご若jご遥み癌{;jf1古5の少L五五、与に、小泉と共Iご密葬停

車に乗っていた。戎々がすQ予定JぎったJfX引を筋兵Jを多 jご知6tl.7をぐ ;d:

かったので¥ 〆ゥプズグ氏の家jご庁ってか与、筋兵たちに戎令が築地で夕

飯を食べ、同地Jご信'7aL-、翌日/j:横浜ヘ庁ぐっ6りでJjQと互い、被5そF

乗-tf7合馬事?i-婿L-7合。 戸、ゥプズグ氏の家;lJ'6、戎4/j:ゲシグの妾が住んで

;崎家jご庁き、彼女?i-遅れて庁った。戎ク{;j認の妾が在合とご与の近ぐに

あQ茶庄へ庁ぎ、ぞごで夕飯?i-1きべぶために、そf、宗に認の妾?i-ごごjご道れ

て来QJ;ラjごJ!J!:i/ご庁かぜQつ6りだった。戎令の通り遁の一車/j:本通り

にあった。 送円台で、/}、宗と揺は厳に歩き、 ゲングと伎の妾7Ji'数歩tJtJ/ごつい

て来てよ味。 B求婚を返り ;d:7Jl' 6、戎。の提灯の蛸燭/j:属Iご耽E雪消dhて

Lまい、再点火dhQごとは泣かった。戎令{;j害ぐの周、ごのよラ jご歩い

たが、 ゲング{;jぞの妾にfiiJ6かの質問をすQために、日本語がより成揚jご

It-tfQ認を呼んだ。者ぽ一歩か二歩Fがり、役δのとごタヘfjき、ィj、宗?i-

Sすに歩か-tfl.:。認が会it?i-婚めよラと L-7をぞの停に攻撃dhl.:。戎令{;j大

戸非道の真ん円台?i-3奈さ、話/j:ti.仰に、 ゲング/j:左jご、 ぞLて妥/j:我々の周に

いた。ぞの時、揺は不意にぎと肩の周jご、まQで樺でopかhl.:J;ラミ土重い

打撃を1j:i6h7士。二、三歩J;;jJ;与ι;d:7J r 6 tJtJに歩ぎ、正気?i-駆り房す

ために止まタラと L-I.:時、 グングが n好られた。走タラ。jとPJf..J.;:声が耳

にλった。揺が刊'!1liでき Q舵り、およぞ100-120ヤ-1-"の距離を一緒jご

走り続(t、灯りのついた家の近ぐで'1t:tった。揺がぞの原をノックム押

L府げた。ぞ Lて二八で中Jごλった。家の住人jご戎々が浪λJご所られたご

とを訴之、 1ft八 ?i- Pヂ乙;.~ 医師?i-P'!点、J;ラに腐んだ。役6{;j直ちに戎令の依

療に応C、我々に都心の誌言をぷってぐh7台。
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J若々が罫撃された停は相当暗かったが、庁ぎ表す-:3遁庁ノ-\l.íl'~多れるたと

ふ 6h-:3o r:艇の音/;J、普段かまり人Ed去の$い涯躍に局ご::f.-:3ょう ~t

のだ、った。

ゲング氏の併逆

肩に一万i-i否、びてか5、f野6h7台。;<:舌タラ。ノと大声jご言った。ぞ Lて

す歩かす五歩在'If{;t走り、涯の宕僻JごぞhてLまった時jご、背やの--r.車の方

に二回目の切り療を貨った。涯の左仰に/布かっていたダラズを居て、話~t

づいて庁ぎ、一請に孟り統げた。認が二回日野6h7をとご与か5我々がt

;tった家£での距離は20-30ヤ- F'JJ{土活主主かった。体が二つに再f6h

yをよラ~感じがL ていたので、ぞれU土芯h泣かっ 1.:/::'0ラと思った。

この中に、二人は妾と共に歩いていた事実が記されている c これを見る

ことによって、襲撃者は憤怒(そしてお酒)に駆られ、攻撃に踏み切った

のではないかということが推測できる O この事実は英字新聞に一切触れら

れていない。また、英字新聞は二人が衛兵を返したことも、提灯を再点火

しなかったことなどの被害者の不注意に関する詳しい情報も述べていない。

これらの詳細情報はイギリス側にとって非常に都合の悪いものだったに相

違ない。

以上の供述に現れる事実を再確認するためには、その他の史料にも目を

通すことができる O その一つは上塚司氏が編集した『高橋是清白伝』であ

る。事件が発生した頃、高橋も大学南校で教師として勤め、襲撃されたダ

ラス氏とリング氏の知人でもあった彼は、治療中の二人の看病を兼ねて、

通訳もしていた。『高橋是清白伝Jは事件が発生してから何十年後に書かれ

た回想録のようなもので、多少不正確なところがあるだろうが、この事件

-60一 (49 ) 
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を少し異なった視点から鮮やかに語り、その知られざる興味深い側面も明

らかにするものである 42

日本外務省外交資料館に保管された英公使パークスの書簡句通らも判明

するように、政府が行った捜査の結果として三人の若い士人が拘束され、

処刑された。最初に拘束されたのはリングに二回目の功撃を浴びせた者で、

薩摩藩士の肥後壮七という人物である44 最初にダラスとリングを斬りか

かった者は数ヵ月後に逮捕された。後に、その者は杵築藩士の加藤龍吉と

関宿藩士黒川友次郎であることが判明した。最終的に、 1871(明治 4) 

年 2月に発布された『新律綱領Jという刑法典に基づき、加藤と肥後は絞

罪で黒川は准流(じゅんる)45十年という非常に厳しい判決を受けたこと

が見てとれる 46

最後に、ダラス・リング襲撃事件の歴史的意義と、明治初期の歴史の中

に、それをどの様に位置づけるべきかについて論じる。

~結論~ ダラス・リング襲撃事件の歴史的意義と重要性

ダラスとリングとを襲撃した犯人の殺意が「援夷的」、「排外主義的j、

「ショービニスト J(chauvinist)な発想に駆り立てられたことは確実であ

る(襲撃者は日本の女性に手を出す外国人を見て、怒りを抑えきれずに攻

撃に取り掛かった)。しかしながら、二人への襲撃は計画されたものでは

なかった。したがって、この事件は1861(文久元)年の東禅寺事件のよ

うな陰謀というよりも、むしろ、計画性のない単なる「暴力事件jと見な

すべきである O 一件は比較的早く解決され、早く忘れられることになった。

結局、二人のイギリス人は殺されずに済んだにも拘らず、拘束された犯

人は厳しく処刑されることになったのである。

しかしながら、事件の歴史的意義を考えると、重要なのはこの事件の流
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れ自体よりも、その解決に導いた英公使パークス、そしてイタリア公使

フェ伯爵を始めとする諸国公使らによる働き掛けである。パークスやブエ

伯爵の活動は、当時近代化へと歩み始めたばかりの明治政府に二つの大き

な問題を意識させる結果となった。これらの問題は第一に、如何にして乱

暴な「二刀を帯びた男jらを処罰し、徐々に増え続ける在日外国人を守れ

ばよいか、そして、第二に、如何にして暴徒らの武装解除へと導く効果的

な措置を採用すれば良いかということである。

明治政府にとって、士族の武装解除は決して新しい問題ではなかったが、

この事件を機に、政府はこの点について初めて諸外国の代表者らと意見を

交換することができた。

事件発生直後、政府は当初、厳格な取締りと処罰とを採用するように約

束する一方で、、外国公使らの圧力に屈することなく、士族の武装解除とい

うデリケー卜な問題に関して、慎重な姿勢を守り続けた。犯人を拘束した

政府は、約束どおり『新律綱領Jに基づいて犯人の肥後壮七と加藤龍吉を

処刑したが、その際、武士道に叶った従来の切腹を取り止め、代わりに絞

刑を採用したことは注目に値する点である。

しかしながら、明治政府はダラス・リング襲撃事件の終結から数ヵ月後

に、士族の武装解除の方向に向けて動き始めた。太政官は、 1871(明治

4)年 9月23日にいわゆる「散髪脱万令J47、つまり監を落とすこと、そ

して万を放棄することを自由にした文明開化の法令を発布したのである。

この法令がダラス・リング事件の終結からわずか数ヵ月後に発布されたの

は決して偶然ではないと考えられる O

以上の措置を採ることによって、明治政府は間近に控える条約改正をめ

ぐる会談を意識しながら、欧米列強に対して「好意的な」態度を示す必要

を感じたことも十分に考えられる。そして、ダラス・リング事件を欧米列

強に好感を与える形で解決することによって、政府は諸外国に真撃さを見

せる機会を得たのである O

。。
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つまり、この事件の際、国際社会が政府にかけた圧力が1876(明治9)

年3月28日の「帯刀禁止令J48発布に至るまでの過程を促進させたのではな

L功、ということが容易に推察できる 49 英人講師ダラス・リング襲撃事件を

明治初期の歴史の中でこのように位置づけると、その歴史的意義と重要性

はもう少し明らかに見えてくるだろう O

附録その① 第二次駐日イタリア公使フェ・ドスティアーニ伯爵の生い

立ちと経歴

ここで、様々な先行研究など開に基づき、本稿に扱う第二次駐日イタリ

ア公使アレッサンドロ・フェ・ドスティアーニ伯爵の生い立ちと経歴を簡

潔にまとめる。

アレッサンドロ・ブエ・ドスティアーニ伯爵は1825(文政 8)年6月12

日に、父ジュリオ・ディ・マルカントニオ (Giuliodi Marcantonio) と母

パオリーナ・フェナローリ (PaolinaFenaroli)の 5人目の子供として51イ

タリア北部都市ブレッシャ (Brescia)で生まれた。

1847 (弘化 4)年 8月にウィーン大学法学部を卒業してから、しばら

く在ロンパルディア国サルデーニャ王国公使館にて書記官として勤めた。

これが彼の外交官としての職歴の始まりとなる。また、 1848-49(嘉

永元-2 )年の蜂起と第一次イタリア独立戦争の際には、サルデーニャ国

王の参謀本部の一員となり、第七騎兵連隊に所属した。

そして、 1849(嘉永 2)年9月からフェ伯爵は在リオ・デ・ジャネイロ

公使館及び領事館に書記官として勤め始める。 1854(安政元)年8月3

日に、フェ伯爵は一等書記官に昇進するが、 3年後の1857(安政 4)年

4月に、家庭の事情により一時帰国する。フェ伯爵が在ブラジル・サル

デーニャ王国公使館に再着任したのは翌1858(安政 5)年5月のことで

あるが、その僅か l年 2ヶ月後に、公使館が廃止されたため、再び帰国す

(52 ) 57 



文学・芸術・文化 19巻 l号 2007. 9 

ることになる。その後、ブラ ジ

ルに滞在していた際、フェ伯爵

はブラジル出身のリタ ・デ ・ソ

ウザ・ブレヴェス(Ritade 

Souza Breves) と結婚した。そ

して 二人の聞に、 1859(安政

6 )年6月12日には、二人の聞

に由良マリア・ J{オリーナ・アン

トニア (MariaPao¥ina Anto-

nia) (写真①参照〕が生まれた。

その二年後、1861(文久元)

年 2月に在ペルシャ伊公使館に

一等書記官として勤めたが、僅 写真① .フェ伯爵と娘パオリーナ

か数ヵ月後、 11月に在フランス

伊公使館ヘ異動した。しかしながら、と乙にも数ヶ月間しか滞在せず、 翌

1862 (文久 2)年 3月末には、代理公使と して新たに開設 された在ブラ

ジル伊公使館へ派遣された。フェ伯爵が弁理公使に昇進したのはまだブラ

ジルに滞在していた1864(元治元)年 l月のことである。

1866 (慶応 2)年 2月末、妻リタ ・デ ・ソウザ ・ブレヴェスは突然 リ

オ・デ・ ジャネ イロで死去した。その時、フェ伯爵は外務省ラ ・マルモラ

(Alfonso La Marmora)に書簡を送っており、そこで妻の死亡とそれに関

わる事情 (健康上の理由など)を述べた上で、休暇を求めているヘ ちな

みに、 1866(慶応 2)年と1867(慶応3)年に、リオ・デ・ジャネイロで、

娘マリア・ パオリーナ・アントニアは、母方の祖父・祖母によ って二回誘

拐されたへ 誘拐を企画した祖父と祖母はブラジルの大変裕福な貴族の一

つであるソウザ ・ブレヴェス家で、フェ伯爵が一家の富を浪費することを

恐れていたのである。この誘拐はブラ ジル政府まで巻き込んだ複雑な裁判
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に発展したが、その展開と解決

に関する詳細な情報は手元にな

。
、4・1v

フェ伯闘は外交官と して務め

た20年間に、聖マウリツ ィオ

とラ ッザロ (SantiMaurizio e 

Lazzaro)の騎士、上級騎」ー

コンメンダトーレ勲位、ブラ ジ

ルの苗穂高官勲章、ぺjレシャの

太陽と獅子の称号など多くの褒

章を得た。

1860年代後半には、フェ伯

爵は、 旧在トスカーナ教皇庁公

使館の記録保管所を整理すると
写真② ・フ ェ伯爵(1860年前後)

共に、司教館の空席に着任させる候補者名簿を教皇に提出するなどの任務

を受けたこともある。また、イタリア王国に統合される以前の教皇庁とイ

タリア王国政府との直接交渉に携わるという主要な役割を果たしたことも

ある制。

フェ伯爵は1867(慶応 3)年 l月に二等特命全権公使にな った後、

1870 (明治 3)年3月にはついに特命全権公使に昇進し、 駐日本 ・中国イ

タリア公使の任務を受けた。

そして同年 5月下旬、上海に到着 し、 養蚕実地調査を行いながらおよそ

5ヶ月間中国で滞在 してから、秋に横浜へ赴いた。

横浜に到着 したのは同年10月30日であり、図書を提出してからすぐに

公使館に着任した。そして翌1871(明治 4)年、 3月か ら7月にかけて

の問、国書を提出するために再び中国に赴くことにな った。1873(明治

6 )年2月下旬にフ ェ伯爵は日本を離れて一時帰国するが、帰国中にも日
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本政府と協力を続ける O つまり岩倉使節団及び養蚕視察団の接伴係として

活躍する傍ら、ウィーン万国博覧会において日本政府出展を監督する代表

委員として活躍した。

翌1874(明治7)年 6月上旬にイタリアを出国し、アメリカ経由で在

横浜イタリア公使館に再着任する(同年 9月23日)。そして、 1877(明治

10)年 5月まで日本に滞在することになる O

駐日イタリア公使としての任命を全うしたフェ伯爵は1877(明治10)

年11月から再びブラジル(リオ・デ・ジャネイロ)のイタリア公使館へ派

遣され、その地でおよそ 3年間勤めることになった。 1880(明治13)年

から、多くの勲位を受けながら、駐ベルギー(ブリュッセル)、駐スイス

(ベルン)、駐ギリシャ(アテネ)イタリア公使となり、その後、 1890(明

治23)年にはイタリア王国の上院議員になった。その4年後の1894(明治

27)年、フェ伯爵は外交官を辞ししたものの、上院議員としての活躍を

続けながら、 1895(明治28)年には国際法諮問機関の参事官、そしてそ

の翌年にはブレッシャ県ビエンノ (Bienno)市議会の一員となった。更

には市長にもなった。高齢にも関わらず、上述の多くの活動に尽力した。

しかしながら、 1905(明治38)年 6月4日、フェ伯爵はローマ市内のホ

テルの一室で急性肺炎に襲われ55、この世を去った。

ブェ伯爵は頑丈な体格の持ち主であったと同時に、活力と洞察力に満ち

あふれた外交官だった。日本に派遣されるイタリア人外交官はしばしば日

本の気候に慣れることができず、体調を崩すことが多かったが、 ド・ラ・

トウール伯爵などと異なり、フェ伯爵は日本に着任してからも、病気を理

由に与えられた任務から離れることがなかった。

ブェ伯爵関係の文書を調べると、ドイツ語とフランス語が堪能で、英語

にも通じていたことが伺える。
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ブェ・ドスティアーニ伯爵に関する詳しい情報は、〔附録その①〕に含まれている。

小半等条約(安政の仮条約とも)は幕府が天皇の勅令を持たず、 1858年の夏と秋に

かけて米・英・仏・蘭・露と締結した通商修好条約であり、これらによって、横浜、

長崎、函館が開港された。

天皇を尊敬し、外国人を追放する幕末の政治運動である。

幕末時代に起きた外国人襲撃事件、そして外国人が持っていた侍のイメージについ

て AUSLIN，Michael， 

the Samura創 duringBakuma抗tsuand Early勘M長ei出ji]apan"¥， in HANES， ]e百rey;YA-

MAJI， Hidetoshi (Ed.) ， Image and Identity: Rethinking Japanese Cultural Histoη， 

Kobe University， 2004， 143-166ページという興味深いエッセーがある。

写真は、小沢健志『幕末写真の時代J筑摩学芸文庫 1996 103ページ、に載ってい
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江戸の東禅寺にあった英国公使館は1861(文久元)年、が水戸藩浪士に襲撃され、

翌1862(文久2)年には、公使館衛兵の松本藩士伊藤軍兵衛が英公使を殺害しようと

した。

このセミナーは京都のイタリア国立東方学研究所 (Scuolaltaliana di studi sul!' 

Asia Orientale)によって企画され、イタリア文化会館 Ostitutoltaliano di Cul-

tura)の協力と国際交流基金(百le]apan Foundation)の支援で開催されたもので

ある。

不平等条約と幕末時代の日本外交などの点について、 MichaelAuslin， Negotiating 

with Imperialism - The unequal treaties and the culture of Japanese diplomacy， Har-

vard University Press， 2004とLミう研究が詳しい。

この点ついて、吉田常占『安政の大獄』古川弘文館、 1991を参照。

詳しくは、宮永孝『幕末異人殺傷禄J角川書屈 1996、11-22ページ、を参照。

詳しくは、宮永孝『幕末異人殺傷禄J角川書脂 1996、76ー102ページ、を参照。

江戸の寺院、東禅寺は英国仮公使館として利附されていた。

Rutherford Alcock， The Capital of the 丹coon:A narratiνe of three years residence 

in Japan， New York Harper & Brothers 1863 
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16 詳しくは、宮永孝『幕末異人殺傷禄』角川書庖 1996、103-127ページ、を参照。

17 詳しくは、宮永孝『幕末異人殺傷禄』角川書庖 1996、127ー132ページ、を参照。

18 詳しくは、寓永孝『幕末異人殺傷禄J角川書庖 1996、135-208ページ、を参照。
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20 詳しくは、宮永孝『幕末異人殺傷禄』角川書庖 1996、230-236ページ を参照。

21 神戸事件に関しては、内山正熊『神戸事件 明治外交の出発点J中公新書 1983 
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22 イタリア国外務省歴史史料館 (ASDMAE)、FONDOMOSCATI VI， b.1288、1871年

1月20日、駐日イタリア公使フェ伯爵より、イタリア外務大臣宛の書簡。

23 日本語訳は本稿の筆者によるものである。
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25 1871年1月14日刊行の iThe]apan Weekly MaiUのダラス・リング襲撃事件につい
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対する一時的な解決策として、無病の蚕卵を仕入れる任務と養蚕家が預ける膨大な

金額を背負った「蚕卵商人jが未感染の地域に赴き、 1860年代前半から H本にも足

を踏み入れた。このように、およそ20年に渡る盛んな貿易関係が始まり、 1866年に

日伊修好通商条約も結ぼれた。

27 例えば、国立公文書館、 o1-2A-009-00公00373100、リールNO.003700pos.0861-、「

英人ダラスリンク負傷ニ付同公使往復書進達 jに収集された外務省の弁官御中宛て

の書簡などを参照。我妻栄、他編『日本政治裁判史録 明治・前J第一法規出版株式

会社 1969 より 田中時彦「大学雨校雇英人教師襲撃事件 ー援夷事件に対する

通常謀殺罪の適用 J、184-199ページ、も参照。

28 原文は英語で書かれたものである。

29 イタリア国外務省歴史史料館 (ASDMAE)、FONDOMOSCATI VI. b.1288、1871年

l月20日、駐日イタリア公使フェ伯爵より、イタリア外務大臣宛の書簡(附録)。

30 日本語訳は本稿の筆者のものであるの

31 日本国立公文書館、 01-2A-009-00公00373100、リール NO.003700pos.0861一、「英

人ダラスリンク負傷ニ付l司公使往復書進達Jに含まれている湾外務卿がパークスと

面談して翌日に書いた副島参議宛ての書簡を参照。

32 この面談の記録は日本国立公文書館、 01-2A-009-00公00373100、リール No.003700
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33 この記事の英語原文は、北根豊監修『日本初期新聞全集 29jぺりかん社 1991、

424ページ、に現れる。

34 日本語訳は本稿の筆者によるものである。

35 この記事の英語原文は、北根豊監修『日本初期新聞全集 30jべりかん社 1991、
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42 高橋是清、上塚司編『高橋是清自伝.1 (上下)中公文庫 1976 

43 日本外務省外交資料館、 4-2-5-20、自明治三年至明治四年 東京神田鍋町ニ於テ

杵築藩士加藤龍吉外二名大学南校雇英国人「ダラスJ外ー名へ負傷一件 第一巻、

1871年 3月26日、英公使パークスより湾外務卿、寺島外務大輔宛の書簡、そして日

本外務省外交資料館、 4-2-5-20、自明治三年至明治四年 東京神田鍋町ニ於テ杵

築藩士加藤龍吉外二名大学南校雇英国人「ダラス」外ー名へ負傷一件第:巻、

1871年 5月16日、英公使パークスより湾外務卿、寺島外務大輔宛の書簡、を参照。

44 ADAMS， Francis 0.， History 01 Japan， (2 volumes)， H.S. King， London， 1874-1875， 

236ページ、も参照。

45 流刑のことである。
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